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１.現状分析



 被害額は推定16兆9000億円 被害額は推定16兆9000億円

 避難者数は21899人(10月12日現在)

 政府の支出
第1次 第2次の補正予算 累計5兆1932億円・第1次、第2次の補正予算―累計5兆1932億円

・第3次補正予算案―11兆7735億円の追加支出

（成立(11月２１日））



義援金総額：3,000億8,948万9,410円
(日本赤十字社調べ 11月14日時点)(日本赤十字社調べ 11月14日時点)



義援金は経年と共に減少する

データ出典 日本赤十字社ホームページのストック・データを元に作成
http://www jrc or jp/contribution/l3/Vcms3 00002096 htmlhttp://www.jrc.or.jp/contribution/l3/Vcms3_00002096.html



 経済成長の停滞 経済成長の停滞
過去10年の実質GDP成長率：0.7%

 公債残高：668兆円の見込み（今年度）

 公債残高の対GDP比：134%（平成22年度）

→行政がこれ以上の財政出動をすることは望
ましいことではない。



経済産業省 「震災が国内雇用・産業の空洞化懸念に及ぼす影響」より転載
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0003410/013_s01_00.pdf



中小企業庁「我が国における開業率・廃業率の推移」より転載
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/h19/h19_hakusho/html/j1
210000.html



中小企業庁 「日本社会の活力と中小企業」より転載
http://118.155.220.58/pamflet/hakusyo/h17/hakusho/html/17332220.html



中小企業庁 「起業の促進に向けた課題と取組」より転載
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/h23/h23/html/k311300.html



我々は家計貯蓄に我々は家計貯蓄に

注目しました！注目しました！



日本銀行調査統計局「資金循環統計（2011年第2四半期速報）」より転載
http://www.boj.or.jp/statistics/sj/sjexp.pdf)



 なぜ投資しないのか なぜ投資しないのか

「投資はリスキーで、投資そのものに不信感を抱いている」

 投資するには？

内容 明瞭化 個人投資家 保護内容の明瞭化、個人投資家の保護

出典:内閣府 「『貯蓄から投資へ』に関する特別世論調査」の概要出典:内閣府 『貯蓄から投資 』に関する特別世論調査」の概要
http://www8.cao.go.jp/survey/tokubetu/h19/h19-tousi.pdf



キ 説２.スキーム説明



現状を概観すると・・・・現状を概観すると・・・・

①義援金に頼り続ける復興は現実的ではない①義援金に頼り続ける復興は現実的ではない

②国の財政状態は厳しい

③日本の家計資産に占める金融資産の低さ



以上の現状から考えると・・・・

①低予算で、成長産業を創出できるスキーム

②東北に意識をつなぎとめられるスキーム

③豊富な家計貯蓄を利用し、東北から日本の成長に
なげられるつなげられるスキーム

が求められる！



①独立行政法人東北フロンティアバ①独立行政法人東北フロンティアバ
ンクによる成長産業創出

②家計貯蓄を元手とした復興債の発②家計貯蓄を元手とした復興債の発
行行



独立行政法人東北フロンティアバンク設立独立行政法人東北フロンティアバンク設立

↓
ビジネス ンテストビジネスコンテスト開催

↓
東北での新規事業推進、家計からの小口投資

↓↓
東北、更には日本の成長へ！



●コンテスト概要●コンテスト概要

①年齢・対象：不問

②プランの制約

被災三県で現地住民を雇用し、事業展開

③事業計画書

10枚＋エクセルファイル10枚＋ クセルファイル

（損益計算書、貸借対照表、計画資金繰表）



●第1次審査●第1次審査

郵送・メールで受け付け

審査 上位20プランを選ぶ→審査、上位20プランを選ぶ

審査基※審査基準

・実現可能性

・収益性

・地域貢献性

・雇用創出性 等



●第2次審査

2012年3月11日（土） 12日（日）でプレゼンテ シ ン・2012年3月11日（土）・12日（日）でプレゼンテーション
大会＠仙台

・TV
・USTREAM
等で中継

・上位10プランを選出位 ランを選出

（コンテストイメージ）



●事業資金1000万円を年利0.5％で貸し出し

●法律や財務に関する講習

年 事業 始→目標：年内事業開始



●1口1万円の東北復興債を1億円分発行●1口1万円の東北復興債を1億円分発行

●利子1年0.5%（5年償還）

●1人あたり上限10株 譲渡不能●1人あたり上限10株、譲渡不能

家計

家計 家計

東北フロ
ンティアンティア

バンク



●事業者は政府特設ホ ムペ ジ内で以下を開設●事業者は政府特設ホームページ内で以下を開設

①ブログ

②T itt 風のミニブログを開設する②Twitter風のミニブログを開設する

更新義務 コメント制限 備考更新義務 ント制限 備考

ブログ 1回/月 1日1回/1口 年1回収支報告ブログ 1回/月 1日1回/1口 年1回収支報告

T i 風Twitter風
ミニブログ

1回/日 ― ―



・ブログブログ

月1回更・月1回更

新義務づ
け



・債権者債権者

記事に対して1
口あたり1日1回口あたり1日1回
コメント可

・年1回収支報告
掲載義務づけ掲載義務づけ

復興債番号
（管理用）



・twitter
ブ風ミニブロ

グ

・1日1回
更新義務
付け

Twitter風
ミニブログ



●年1回、事業内容・収支報告を行う公式な場を設ける
（イメ ジ 株主総会）（イメージ：株主総会）

●遠隔地の出資者向けに USTREAM 動画な●遠隔地の出資者向けに、USTREAM、ニコニコ動画な
どのネットを活用し、報告会の様子を配信



●2017年、事業資金・東北復興債の返済完了

●ブログ、twitter風ミニブログは閉鎖



東北における新規事業東北における新規事業
の支援・情報ハブの支援・情報ハブ

（具体的には ）（具体的には・・・・）



東北フロンテ アバンク東北フロンティアバンク
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（出資者） 意見（SNS）



東北フロンテ アバンク東北フロンティアバンク
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３.スキームに参加するメリット３.スキ ムに参加するメリット



信用能力が低くても資金が得られる・信用能力が低くても資金が得られる

・安定的な事業運営

投資家（ 顧客）との継続的な交流・投資家（≒顧客）との継続的な交流



長期的に見た財政支出の削減

運営が低コスト



敷居の低さ敷居の低さ

安全性の高さ

安心感と面白み安心感と面白み



４.解決性



課題：課題：

「国民は投資はリスキーだと思い不信感を抱い
ている」

↓↓
解決性：投資環境の整備

国による実施・国による実施

・コンテストによる厳選と恒常的な情報提供

・元本の保障



課題課題：

資金不足で起業できない現状資 足 起業 現状

↓
解決性 教育と資金供給解決性：教育と資金供給

・１０００万円という高額の資金供給１０００万円という高額の資金供給

・コンテストによるブラッシュアップ

・教育



課題課題：

東北への関心の低下(ex.募金のフロー)東 関 低 ( 募 )
↓

解決性 大々的な ンテストと参加の意識解決性：大々的なコンテストと参加の意識

・コンテストの実施による関心の再喚起コンテストの実施による関心の再喚起

・支援でなく「参加」



５.予想される不具合予想される不具合



（防止策）返済スキームの確立！

・事業者個人への年利0.5%で1千万円の債務事業者個 年利 債務

・東北フロンティアバンクが一時債務引受

・出資者には5年で償還する出資者には5年で償還する

・財務状態の透明化の徹底



 支援から対等への転換を橋渡しする 支援から対等への転換を橋渡しする

 東北経済の自立

東北を通して 日本固有の問題を解決する 東北を通して、日本固有の問題を解決する

東 を経済成 「→東北を経済成長の「フロンティア」と
して位置づける試みして位置づける試み



ご清聴ありがとうございました！




